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はじめに

『Sun N1 Service Provisioning Systemユーザーズガイドおよびリリースノート
(Solaris Plug-In 3.0)』には、N1™ Service Provisioning Systemをインストール、構
成、使用して Solaris™パッチ、パッケージ、および Solaris 10ゾーンをプロビジョニ
ングする方法に関する情報が記載されています。

対象読者
『Sun N1 Service Provisioning Systemユーザーズガイドおよびリリースノート
(Solaris Plug-In 3.0)』の主な対象読者は、システム管理者や、プロビジョニングシス
テムを使用して Solarisパッチやパッケージを配備し、Solaris 10ゾーンを作成する、
N1 Service Provisioning Systemソフトウェアのオペレータが含まれます。読者は、次
のことに精通している必要があります。

� N1 Service Provisioning System製品
� UNIX®およびMicrosoft Windowsの一般的なコマンドおよびユーティリティー
� Solarisパッチに関する一般的な知識
� Solarisパッケージに関する一般的な知識
� Solaris 10ゾーンに関する一般的な知識

お読みになる前に
N1 Service Provisioning Systemソフトウェアの使用に精通していないユーザーは、次
のマニュアルを参照してください。

� 『Sun N1 Service Provisioning System 5.1システム管理者ガイド』
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� 『Sun N1 Service Provisioning System 5.1オペレーションとプロビジョニングガイ
ド』

� 『Sun N1 Service Provisioning System 5.1リリースノート』

このマニュアルの構成
第 1章では、Solarisプラグインの概要とその内容、および Solarisプラグインの使用
に伴うシステム要件について説明します。

第 2章では、インストール時と実行時における問題点について解説します。

第 3章では、Solarisプラグインのインストール、および構成方法について説明しま
す。

第 4章では、Solarisプラグインとともに提供されるコンポーネントを使用し、パッチ
を配備する方法について解説します。

第 5章では、Solarisプラグインとともに提供されるコンポーネントとコンテナを使用
し、パッケージを配備する方法について解説します。

第 6章では、Solarisプラグインとともに提供されるコンポーネントおよびプランを使
用し、ゾーンを配備する方法について解説します。

マニュアル、サポート、およびトレーニ
ング

Sunのサービス URL 内容

マニュアル http://jp.sun.com/documentation/ PDF文書および HTML文書
をダウンロードできます。

サポートおよび
トレーニング

http://jp.sun.com/supportraining/ 技術サポート、パッチのダ
ウンロード、および Sunの
トレーニングコース情報を
提供します。
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表記上の規則
このマニュアルでは、次のような字体や記号を特別な意味を持つものとして使用しま
す。

表 P–1表記上の規則

字体または記号 意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレク
トリ名、画面上のコンピュータ出
力、コード例を示します。

.loginファイルを編集します。

ls -a を使用してすべてのファイル
を表示します。

system%

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画面上
のコンピュータ出力と区別して示し
ます。

system% su

password:

AaBbCc123 変数を示します。実際に使用する特
定の名前または値で置き換えます。

ファイルを削除するには、rm
filenameと入力します。

『』 参照する書名を示します。 『コードマネージャー・ユーザーズ
ガイド』を参照してください。

「」 参照する章、節、ボタンやメニュー
名、強調する単語を示します。

第 5章「衝突の回避」を参照してく
ださい。

この操作ができるのは、「スーパー
ユーザー」だけです。

\ 枠で囲まれたコード例で、テキスト
がページ行幅を超える場合に、継続
を示します。

sun% grep ‘^#define \

XV_VERSION_STRING’

コード例は次のように表示されます。

� Cシェル

machine_name% command y|n [filename]

� Cシェルのスーパーユーザー

machine_name# command y|n [filename]

� Bourneシェルおよび Kornシェル

$ command y|n [filename]

� Bourneシェルおよび Kornシェルのスーパーユーザー

# command y|n [filename]
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[ ]は省略可能な項目を示します。上記の例は、filenameは省略してもよいことを示し
ています。

|は区切り文字 (セパレータ)です。この文字で分割されている引数のうち 1つだけを
指定します。

キーボードのキー名は英文で、頭文字を大文字で示します (例: Shiftキーを押しま
す)。ただし、キーボードによっては Enterキーが Returnキーの動作をします。

ダッシュ (-)は 2つのキーを同時に押すことを示します。たとえば、Ctrl-Dは
Controlキーを押したまま Dキーを押すことを意味します。

10 Sun N1 Service Provisioning Systemユーザーズガイドおよびリリースノート(Solaris Plug-In 3.0) • 2005年 9月



第 1章

Solarisプラグインの概要

この章では、N1 Service Provisioning Systemを使用して Solarisパッチ、パッケー
ジ、およびゾーンをプロビジョニングする方法に関する一般的な情報を提供します。
内容は次のとおりです。

� 11ページの「Solarisプラグインの目的」
� 11ページの「Solarisプラグインに含まれるもの」
� 13ページの「Solarisプラグインの要件」

Solarisプラグインの目的
Solarisプラグインは、N1 Service Provisioning Systemにコンポーネント、プラン、
およびシステムサービスを追加します。これにより、プロビジョニングシステムを使
用して次のタスクを実行できます。

� Solarisパッチの配備
� Solarisパッケージの配備
� Solaris 10ゾーンの作成と管理

Solarisプラグインに含まれるもの
Solarisプラグインは /com/sun/solarisディレクトリを作成します。

以降の節に示すプラン、コンポーネント、ホストセット、ホストタイプおよびホスト
検索の使用方法の詳細については、次の章を参照してください。

� 第 4章
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� 第 5章
� 第 6章

Solarisパッチ
com.sun.solaris#Patchコンポーネントタイプ

Solarisパッチを配備するコンポーネントタイプ。

Solarisのパッケージ
com.sun.solaris#Packageコンポーネントタイプ

Solarisパッケージを配備するコンポーネントタイプ。

com.sun.solaris#StreamPackageコンポーネントタイプ
Solarisデータストリームパッケージを配備するコンポーネントタイプ。

com.sun.solaris#ResponseFileコンポーネントタイプ
応答を含むファイルを配備するコンポーネントを作成するコンポーネントタイプ。
この応答は、ユーザーの介入なしにパッケージをインストールするときに必要にな
ります。

com.sun.solaris#PackageWithRespコンテナ
対応する com.sun.solaris#ResponseFileコンポーネントと一緒に
com.sun.solaris#Packageコンポーネントを配備するコンテナ。

com.sun.solaris#StreamPackageWithRespコンテナ
対応する com.sun.solaris#ResponseFileコンポーネントと一緒に
com.sun.solaris#StreamPackageコンポーネントを配備するコンテナ

Solaris 10ゾーン
Containerコンポーネント
ゾーンの作成と管理に使用されるメインコンポーネント。詳細については、43
ページの「Solarisゾーンのコンテナコンポーネント」を参照してください。

container_utilコンポーネント
ゾーンのユーティリティースクリプトを含むコンポーネント

Container-createプラン
ゾーンを作成するプラン

Container-attachプラン
ゾーンを接続するプラン

Container-deleteプラン
ゾーンを削除するプラン
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Container-detachプラン
ゾーンを切り離すプラン

Container-activateプラン
ゾーンを有効にするプラン

Container-deactivateプラン
ゾーンを無効にするプラン

com.sun.solaris#global_zonesホストセット
グローバルゾーンのホストセット

com.sun.solaris#global_zones ホスト検索
グローバルゾーンのホスト検索

com.sun.solaris#global_zoneホストタイプ
グローバルゾーンのホストタイプ

com.sun.solaris#local_zoneホストタイプ
ローカルゾーンのホストタイプ

Solarisプラグインの要件

マスターサーバーの要件

注意 – Solarisプラグイン 3.0は、Sun N1 Service Provisioning System 5.1環境で動作
します。ほかの N1 Service Provisioning Systemバージョンには、Solarisプラグイン
3.0をインストールしないでください。

Solarisパッチ、パッケージ、およびゾーンを配備するには、配備元のマスターサー
バーに N1 Service Provisioning Systemの次の 2つのパーツがインストールされてい
ることを確認する必要があります。

� CLI (コマンド行インタフェース)
� リモートエージェント

ターゲットホストの要件
Solarisパッチおよびパッケージを配備するホストは、次の要件を満たす必要がありま
す。

第 1章 • Solarisプラグインの概要 13



� Solaris 7、Solaris 8、Solaris 9、Solaris 10オペレーティングシステム (OS)を実行
していること。

注 – Solaris 7および Solaris 8の場合は、SPARC ®ベースのサーバーのみです

� リモートエージェントを実行していること。リモートエージェントは、rootユー
ザーとして実行する必要があります。

Solaris 10ゾーンを配備するホストは、次の要件を満たす必要があります。

� Solaris 10オペレーティングシステムを実行していること。

� ゾーンのホスティングに必要な、オペレーティングシステム要件を満たしているこ
と。

� リモートエージェントを実行していること。プロビジョニングシステムのネット
ワークプロトコルとして TCP/IPを使用している場合は、リモートエージェントを
rootユーザーとして実行する必要があります。リモートエージェントを rootユー
ザーとして実行しない場合は、ネットワークプロトコルとして SSHを使用しま
す。
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第 2章

リリースノート

この章では、Solarisプラグインの最新情報と既知の問題を説明します。

インストールに関する情報
インストールに関する問題はありません。

実行時の問題
既知の実行時の問題はありません。
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第 3章

Solarisプラグインのインストールと構
成

この章では、次の項目について説明します。

� 17ページの「Solarisプラグインの取得」
� 18ページの「Solarisプラグインの N1 Service Provisioning Systemへの追加」
� 19ページの「アップグレード関連の考慮事項」
� 22ページの「環境に応じたソリューションのカスタマイズ」

Solarisプラグインの取得
Solarisプラグインは、N1 Service Provisioning Systemソフトウェアのプラグインと
してパッケージ化されています。プラグインは、Java™アーカイブ (JAR)ファイルに
パッケージ化されています。Solarisプラグインのプラグインファイルは、Sun N1
Service Provisioning System 5.1 Supplement CDまたは Sun Download Centerから入
手できます。

Solarisプラグインは、2つの異なる JARファイルからインポートして入手できます。
状況に応じて、適切なファイルを選択してください。

� Solarisプラグインを初めてインポートする場合は、com.sun.solaris_3.0.jar
ファイルを取得します。

� Solarisプラグインの旧バージョンをインポート済みの場合は、
com.sun.solaris_2.0_3.0.jarファイルを取得します。
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Solarisプラグインの N1 Service
Provisioning Systemへの追加
指定のプラグインを N1 Service Provisioning Systemに通知するには、マスターサー
バーにプラグインをインポートする必要があります。旧バージョンの Solarisプラグイ
ンがすでにインストールされている場合は、新しいプラグインにアップグレードする
必要があります。

� ブラウザインタフェースを使用して Solarisプラグ
インをインポートする
プラグインのインポートまたはアップグレードは、次の手順で行います。詳細は、
『Sun N1 Service Provisioning System 5.1システム管理者ガイド』の第 5章「プラグ
インの管理」を参照してください。

注意 – Solarisプラグイン 3.0は、Sun N1 Service Provisioning System 5.1環境で動作
します。ほかの N1 Service Provisioning Systemバージョンには、Solarisプラグイン
3.0をインポートしないでください。

1. ブラウザインタフェースのメインウィンドウの「Administrative」セクションで、
「Plug-ins」をクリックします。

2. 「Plug-ins」ページの「Action」列で、「Import」をクリックします。

3. JARファイルをダウンロードした場所に移動します。

� Solarisプラグインを初めてインポートする場合は、
com.sun.solaris_3.0.jarファイルを選択します。

� Solarisプラグインの旧バージョンをインポート済みの場合は、
com.sun.solaris_2.0_3.0.jarファイルを選択します。

4. 「Continue to Import」ボタンをクリックします。

インポートが正常に完了すると、プラグインの詳細ページが表示され、プラグイン
が提供するオブジェクトに関する情報が示されます。

� CLIを使用して Solarisプラグインをインポートす
る
コマンド行を使用し、プラグインのアーカイブファイルをインポートすることも可能
です。

手順
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� CLIからプラグインファイルをインポートするには、次のように入力します。

% cr_cli -cmd plg.p.add -path plugin-filename -u username -p password

� Solarisプラグインを初めてインポートする場合は、plugin-filenameは
com.sun.solaris_3.0.jarになります。

� Solarisプラグインの旧バージョンをインポート済みの場合は、plugin-filename
は com.sun.solaris_2.0_3.0.jarになります。

アップグレード関連の考慮事項

既存のローカルゾーンのアップグレード
Sun N1 Service Provisioning System 5.1にマスターサーバーを移行して Solarisプラグ
イン 3.0をインポートしたあとで Sun N1 Service Provisioning System 5.0内の Solaris
プラグインを使用してグローバルゾーンとローカルゾーンを作成した場合には、これ
らのゾーンをアップグレードする必要があります。この作業が終わると、Solarisプラ
グイン 3.0を使用して、アップグレードされたゾーンを制御できます。

� グローバルゾーンをアップグレードする

1. ブラウザインタフェースのメインウィンドウにある「Common Tasks」セクション
で、 Sun Solarisアイコンをクリックします。

2. 「Solaris Containers: Create and Manage」リンクをクリックします。

3. 「Reference Components」リストで、/com/sun/solaris/container_util
をクリックします。

4. 「Component Procedures」リストで、「install:default」の横にある「Run
action」をクリックします。

5. 「Run Details」ページで、アップグレードするグローバルゾーンターゲットホス
トを選択します。

6. 「Run Plan (includes preflight)」ボタンをクリックします。

� 稼働中のローカルゾーンをアップグレードする
稼働中のローカルゾーンをアップグレードするには、次の手順を使用します。

手順

手順
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Sun N1 Service Provisioning System 5.1に移行したあと、リモートエージェントを
アップグレードします。操作方法については、『Sun N1 Service Provisioning
System 5.1インストールガイド』の「リモートエージェントとローカルディストリ
ビュータのアップグレード」を参照してください。

1. ブラウザインタフェースのメインウィンドウにある「Common Tasks」セクション
で、 Sun Solarisアイコンをクリックします。

2. 「Solaris Containers: Create and Manage」リンクをクリックします。

3. 「Component Procedures」リストで、「markOnly:install」の横にある「Run
action」をクリックします。

4. アップグレードするローカルゾーンをインストールするターゲットグローバルゾー
ンホストを選択します。

5. 「Plan Variables」設定から、ローカルゾーンのホスト名を選択します。

目的のローカルゾーン名がない場合は、ゾーン名を追加できます。ゾーン名を追加
するには、次の手順を実行します。

a. プランの変数設定テーブルから「Select From List」をクリックします。

b. 「Variable Setting」ウィンドウから「Create Set」をクリックします。

c. 「New Set Name」フィールドで、ゾーンセット名を入力します。

d. 「Zone Name」プロンプトの横にあるボックスをクリックし、ゾーン名を入力
します。

注 –ローカルゾーンの作成時は、ゾーン名はネットワークのゾーンホスト名に
なります。ゾーンホスト名は、一致する利用可能なローカルネットワーク IPア
ドレスを解決します。

6. 「Run Plan (includes preflight)」ボタンをクリックします。

7. ブラウザインタフェースのメインウィンドウにある「Common Tasks」セクション
で、 Sun Solarisアイコンをクリックします。

8. 「Solaris Containers: Create and Manage」リンクをクリックします。

9. 「Component Procedures」リストで、「activate」の横にある「Run action」を
クリックします。

10.「Plan Details」ページの「Current Installations」リストで、有効にするローカ
ルゾーンを選択します。

11.「Run Selected Installations」ボタンをクリックします。

始める前に

手順
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� 稼働していないローカルゾーンをアップグレードする
停止されているローカルゾーンをアップグレードするには、次の手順を使用します。

1. ブラウザインタフェースのメインウィンドウにある「Common Tasks」セクション
で、 Sun Solarisアイコンをクリックします。

2. 「Solaris Containers: Create and Manage」リンクをクリックします。

3. 「Component Procedures」リストで、「attach:install」の横にある「Run
action」をクリックします。

4. アップグレードするローカルゾーンをインストールするターゲットグローバルゾー
ンホストを選択します。

5. 「Plan Variables」設定から、ローカルゾーンのホスト名を選択します。

目的のローカルゾーン名がない場合は、ゾーン名を追加できます。ゾーン名を追加
するには、次の手順を実行します。

a. プランの変数設定テーブルから「Select From List」をクリックします。

b. 「Variable Setting」ウィンドウから「Create Set」をクリックします。

c. 「New Set Name」フィールドで、ゾーンセット名を入力します。

d. 「Zone Name」プロンプトの横にあるボックスをクリックし、ゾーン名を入力
します。

注 –ローカルゾーンの作成時は、ゾーン名はネットワークのゾーンホスト名に
なります。ゾーンホスト名は、一致する利用可能なローカルネットワーク IPア
ドレスを解決します。

6. 「Run Plan (includes preflight)」ボタンをクリックします。

プロビジョニングシステムにより、ローカルゾーンが 2.0バージョンから 3.0バー
ジョンにアップグレードされます。

注 –ローカルゾーンを有効にするには、「activate Component Procedure」を実行
します。

手順
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旧バージョンコンポーネントへのアクセス
新バージョンのプラグインにアップグレードすると、プラグインの「Common
Tasks」ページは新しいプラグインバージョンでインストールされたコンポーネントに
対するリンクを表示するように更新されます。この機能を使用すると、最新の機能と
改善された機能を含むコンポーネントを簡単に確認できます。古い機能に依存するコ
ンポーネントは「Common Tasks」ページからリンクされません。

� 旧バージョンのコンポーネントにアクセスする
以前にインストールしたコンポーネントが見つからない場合、そのコンポーネントは
旧バージョンのプラグインから作成された可能性があります。旧バージョンのコン
ポーネントの確認または作業を行うには、次の手順に従います。

1. 「Common Tasks」ページで、該当するコンポーネント作業をクリックします。
「Component Detail」ページが表示されます。

2. 「Component Details」ページで、「Version History」をクリックします。
コンポーネントとバージョンの一覧が表示されます。

3. 該当するリンクをクリックします。

� コンポーネントによる作業を行うには、バージョン番号、または使用するコン
ポーネントに適用される詳細リンクをクリックします。

� コンポーネントがインストールされている場所を確認するには、「Where
Installed」をクリックします。

環境に応じたソリューションのカスタマ
イズ
マスターサーバーから Solarisゾーンを配備する前に、マスターサーバーの
config.propertiesファイルを修正する必要があります。

� config.propertiesファイルをカスタマイズす
る

1. マスターサーバーでテキストエディタを使用し、config.propertiesファイル
を開きます。

マスターサーバーの構成ファイルは、デフォルトでは次のディレクトリに格納され
ています。

手順

手順
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/opt/SUNWn1sps/N1_Grid_Service_Provisioning_System_5.0/server/config

2. config.propertiesファイルに次の行を追加します。

config.allowSessionIDOnHosts=masterserver
pe.defaultPlanTimeout=6000

config.allowSessionIDOnHosts変数により、プラグインは N1 Service
Provisioning Systemリモートエージェントとコマンド行インタフェース (CLI)を
通じてマスターサーバーと通信できます。

デフォルトでは、プランのタイムアウト値は1800秒すなわち 30分に設定されてい
ます。古いハードウェア上でプランを実行している場合などは、プランが完了する
までに 30分以上必要になることもあります。プランのタイムアウト値を増やすに
は、 config.propertiesファイルに pe.defaultPlanTimeout行を追加しま
す。この例では、値は 100分に設定されています。

3. config.propertiesファイルの修正が完了すると、マスターサーバーを再起動
する必要があります。
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第 4章

パッチの配備における Solarisプラグ
インの使用法

この章では、N1 Service Provisioning Systemで Solarisプラグインを使用してパッチ
を配備する方法について説明します。この章では、次の内容について説明します。

� 25ページの「Solarisパッチの紹介」
� 25ページの「Solarisパッチの配備」
� 26ページの「Solarisパッチのコンポーネントタイプ」

Solarisパッチの紹介
Solarisパッチは、Solaris OSまたはその他のソフトウェアの正常な実行の妨げと
なっている既存のファイルとディレクトリを置換または更新するためのファイルと
ディレクトリの集まりです。Solarisプラグインでは N1 Service Provisioning System
を使用し、Solarisパッチを複数のサーバーにインストールできます。Solarisパッチに
関する情報と、パッチの入手方法については、『Solarisのシステム管理 (基本編)』の
第 15章「Solarisパッチの管理 (概要)」を参照してください。

Solarisパッチの配備
N1 Service Provisioning Systemでは、パッチをインストールするには
patchadd(1M)コマンドを、アンインストールするには patchrm(1M)コマンドを
使用します。
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� ブラウザインタフェースから Solarisパッチを配備
する
配備するパッチを取得します。

注意 – N1 Service Provisioning Systemは、パッチの依存関係を確認しません。パッチ
の依存関係が明確になるように、パッチは正しい順序でインストールする必要があり
ます。

1. 左側のコントロールパネルの「Common Tasks」から、「Sun Solaris」アイコン
をクリックします。

Solarisプラグインの共通のタスクがブラウザインタフェースの右側のパネルに表
示されます。

2. Solarisパッチをクリックします。パッチコンポーネントリンクを作成します。

3. コンポーネントを定義します。

4. 左側のコントロールパネルの「Application Deployment」から「Components」
をクリックします。

コンポーネントのリストが表示されます。

5. 作成したコンポーネントをクリックします。

6. (省略可能)「Edit」ボタンをクリックし、コンポーネント変数を変更します。
コンポーネント変数に関する詳細については、27ページの「コンポーネント変
数」を参照してください。

7. 実行する Component Procedureを選択し、「Run」リンクをクリックしてくださ
い。

コンポーネントプロシージャーに関する詳細については、27ページの「コンポー
ネントプロシージャー」を参照してください。

8. プランの実行ページを完了し、プロシージャーを実行します。

Solarisパッチのコンポーネントタイプ
com.sun.solaris#Patchコンポーネントタイプは、Solarisパッチ用として Solaris
プラグインが提供する唯一のコンポーネントタイプです。N1 Service Provisioning
Systemを使用して Solarisパッチを配備するには、タイプが
com.sun.solaris#Patchのコンポーネントを作成します。コンポーネントの作成
についての詳細は、『Sun N1 Service Provisioning System 5.1プランとコンポーネン
トの開発者ガイド』の第 4章「プラン」を参照してください。

始める前に

手順
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コンポーネント変数
installName パッチがインストールされたときに使用する名前。デフォルト

では、パッチコンポーネントの名前になります。

installPath パッチをダウンロードするターゲットホスト上のパス。

rootDirectory パッチをインストールするターゲットホスト上のパス。

validateFiles この変数は、パッチがターゲットホストに追加されたときに -u
オプションを patchadd(1M)に提供するために使われま
す。-uオプションは、ファイル妥当性検査をオフにします。
patchaddは、パッチを適用するファイルのいくつかが、イン
ストール後に修正された場合でも、パッチを適用します。有効
な値は trueおよび falseです。

patchID この値はパッチの IDです。

注 –この変数の値を変更すると、パッチの配備が正常に行われ
ないことがあります。

コンポーネントプロシージャー
default: install このプロシージャーを使用し、1つまたは複数のター

ゲットシステムにパッチをインストールします。

markOnly: install 1つまたは複数のターゲットシステムにパッチを手動で
インストールした場合で、これらのシステムにパッチが
インストールされていることをプロビジョニングシステ
ムのデータベースに知らせるには、このプロシージャー
を使用します。

default: uninstall このプロシージャーを使用し、1つまたは複数のター
ゲットシステムからパッチをアンインストールします。

markOnly: uninstall 1つまたは複数のターゲットシステムからパッチを手動
でアンインストールしたが、これらのシステムから
パッチがアンインストールされたことをプロビジョニン
グシステムのデータベースに知らせるには、このプロ
シージャーを使用します。
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第 5章

Solarisプラグインを使用したパッケー
ジの配備

この章では、Solarisプラグインとともに提供される Solarisパッケージ固有のコン
ポーネント、コンテナ、およびシステムサービスを使用する方法について説明しま
す。この章では、次の内容について説明します。

� 29ページの「Solarisパッケージの紹介」
� 30ページの「Solarisパッケージの配備」
� 33ページの「Solarisパッケージコンポーネント」
� 36ページの「Solarisパッケージコンテナコンポーネント」

Solarisパッケージの紹介
Sunおよび Sunのサードパーティベンダーは、「パッケージ」という形式でソフト
ウェア製品を提供しています。パッケージングという用語は一般的に、ソフトウェア
製品が使用されるシステムに、その製品を配布してインストールする方法を指しま
す。パッケージは、定義済みの書式のファイルとディレクトリの集まりです。この書
式は、アプリケーションバイナリインタフェース (ABI)に準拠します。ABIは、
System Vインタフェース定義を補足するものです。Solaris OSには、この書式を解釈
し、パッケージをインストールまたは削除したり、パッケージインストールを検査し
たりする方法を提供する 1組のユーティリティーがあります。

Solarisパッケージはファイルシステム形式で作成されます。パッケージは、パッケー
ジのインストールに必要とされるファイルやスクリプトを含むディレクトリ、または
一連のディレクトリです。pkgtrans(1)コマンドを使用すると、ファイルシステム
を単独のデータストリームに変換できます。
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Solarisパッケージの中には、インストール前に質問をする requestスクリプトを含
むものもあります。N1 Service Provisioning Systemを使用し、requestスクリプト
を持つパッケージをインストールするには、requestスクリプトによって聞かれる質
問への回答を含む応答ファイルを作成する必要があります。応答ファイルを作成する
には、pkgask(1M)コマンドを使用します。応答ファイルの作成と使用に関する詳細
については、『Solarisのシステム管理 (基本編)』の「パッケージ追加時のユーザーの
対話操作を省略する (pkgadd)」を参照してください。

Solarisパッケージの配備
N1 Service Provisioning Systemでは、pkgadd(1M)コマンドを使用して Solaris
パッケージをインストールし、pkgrm(1M)コマンドを使用して Solarisパッケージを
削除します。

Solarisパッケージの中には、インストール前に質問をする requestスクリプトを含
むものもあります。N1 Service Provisioning Systemを使用し、requestスクリプト
を持つパッケージをインストールするには、requestスクリプトによって聞かれる質
問への回答を含む応答ファイルを作成する必要があります。Solarisパッケージのイン
ストールには、次のいずれかの手順を使用します。

� 30ページの「応答ファイルを使用せずに Solarisパッケージまたはデータスト
リームパッケージを配備する」

� 31ページの「応答ファイルを含む Solarisパッケージまたはデータストリーム
パッケージを配備する」

� 応答ファイルを使用せずに Solarisパッケージまた
はデータストリームパッケージを配備する
インストールするパッケージに応答を必要とする requestスクリプトがない場合
は、次の手順に従って N1 Service Provisioning Systemを使用し、パッケージをイン
ストールします。

インストールするパッケージを入手します。

注意 – N1 Service Provisioning Systemでは、パッケージの依存関係を確認しません。
パッケージの依存関係が明確になるように、パッケージは正しい順序でインストール
する必要があります。

始める前に
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1. 左側のコントロールパネルの「Common Tasks」から、「Sun Solaris」アイコン
をクリックします。

Solarisプラグインの共通のタスクがブラウザインタフェースの右側のパネルに表
示されます。

2. Packageコンポーネントを作成します。

� Solarisファイルシステムパッケージを配備する場合は、「Solaris Package:
Create Package Component」リンクをクリックします。

� Solarisデータストリームパッケージを配備するには、「Solaris Datastream
Package: Create Datastream Package Component」リンクをクリックします。

3. 左側のコントロールパネルの「Application Deployment」から「Components」
をクリックします。

4. コンポーネントのリストから、作成したコンポーネントをクリックします。

5. (省略可能)「Edit」ボタンをクリックし、コンポーネント変数を編集します。

注 –データストリームパッケージを配備する場合は、パッケージを正常に配備する
ために pkgNameコンポーネント変数を編集する必要がある場合があります。

詳細については、34ページの「コンポーネント変数」を参照してください。

6. 「Component Procedures」セクションで、実行するコンポーネントプロシー
ジャーに関連付けられている「Run」リンクをクリックします。

詳細については、35ページの「コンポーネントプロシージャー」を参照してくだ
さい。

� 応答ファイルを含む Solarisパッケージまたはデー
タストリームパッケージを配備する
インストールするパッケージに、インストール前に質問をする requestスクリプト
が含まれている場合は、次の手順に従ってパッケージをインストールします。

インストールするパッケージを入手します。

応答ファイルを作成するには、pkgask(1M)コマンドを使用します。応答ファイルの
作成と使用に関する詳細については、『Solarisのシステム管理 (基本
編)』の「パッケージ追加時のユーザーの対話操作を省略する (pkgadd)」を参照して
ください。

手順
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注意 – N1 Service Provisioning Systemでは、パッケージの依存関係を確認しません。
パッケージの依存関係が明確になるように、パッケージは正しい順序でインストール
する必要があります。

1. 左側のコントロールパネルの「Common Tasks」から、「Sun Solaris」アイコン
をクリックします。

Solarisプラグインの共通のタスクがブラウザインタフェースの右側のパネルに表
示されます。

2. Packageコンポーネントを作成します。

� Solarisファイルシステムパッケージを配備する場合は、「Solaris Package:
Create Package Component」リンクをクリックします。

� Solarisデータストリームパッケージを配備するには、「Solaris Datastream
Package: Create Datastream Package Component」リンクをクリックします。

3. 左側のコントロールパネルの「Common Tasks」から、「Sun Solaris」アイコン
をクリックします。

Solarisプラグインの共通のタスクがブラウザインタフェースの右側のパネルに表
示されます。

4. 「Response File: Create Response File Component」リンクをクリックします。

インストールするパッケージ用として作成された応答ファイルを参照する、応答
ファイルのコンポーネントを定義します。

5. 左側のコントロールパネルの「Common Tasks」から、「Sun Solaris」アイコン
をクリックします。

Solarisプラグインの共通のタスクがブラウザインタフェースの右側のパネルに表
示されます。

6. Packageコンポーネントと、Response Fileコンポーネントを含むコンテナを作成
します。

� Solarisファイルシステムパッケージを配備するには、「Package with
Response File: Create Package With Response File Container」リンクをク
リックします。

� Solarisデータストリームパッケージを配備するには、「Datastream Package
with Response File: Create Datastream Package With Response File Container」
リンクをクリックします。

7. 左側のコントロールパネルの「Application Deployment」から「Components」
をクリックします。

8. コンポーネントのリストから、作成したコンテナをクリックします。

9. (省略可能)「Edit」ボタンをクリックし、コンポーネント変数を編集します。

手順
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注 –データストリームパッケージを配備する場合は、パッケージを正常に配備する
ために pkgNameコンポーネント変数を編集する必要がある場合があります。

詳細については、37ページの「コンポーネント変数」を参照してください。

10.「Component Procedures」セクションで、実行するコンポーネントプロシー
ジャーに関連付けられている「Run」リンクをクリックします。

詳細については、37ページの「コンポーネントプロシージャー」を参照してくだ
さい。

Solarisパッケージコンポーネント

パッケージコンポーネントとデータストリーム
パッケージコンポーネント
インストールまたは削除するパッケージを含むコンポーネントを作成するには、
Packageコンポーネントを使用します。コンポーネントの作成についての詳細は、
『Sun N1 Service Provisioning System 5.1プランとコンポーネントの開発者ガイ
ド』の第 4章「プラン」を参照してください。

「Solaris Package: Create Package Component」リンクでは、タイプが
com.sun.solaris#Packageのコンポーネントが作成されます。このコンポーネン
トは、ファイルシステムパッケージを参照します。ファイルシステムパッケージに
は、パッケージのインストールに必要とされるファイルやスクリプトを含むディレク
トリ、または一連のディレクトリが格納されます。

「Solaris Datastream Package: Create Datastream Package Component」リンクでは、
タイプが com.sun.solaris#StreamPackageのコンポーネントが作成されます。
このコンポーネントは、データストリームパッケージを参照します。データストリー
ムパッケージは、ファイルシステムパッケージを 1つのデータストリームに変換した
パッケージです。データストリームパッケージに関する詳細については、
pkgtrans(1)のマニュアルページを参照してください。

Packageコンポーネントと、Datastream Packageコンポーネントには、同じコンポー
ネント変数とコンポーネントプロシージャーが含まれます。変数とプロシージャーを
次に解説します。
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コンポーネント変数
installName パッケージがインストールされたときに使用する名前。デフォルト

では、パッケージコンポーネントの名前になります。

installPath パッケージをダウンロードするターゲットホスト上のパス。

installRoot パッケージをインストールするターゲットホスト上のパス。

pkgName パッケージ名。

データストリームパッケージをインストールするときに、この変数
の値を変更する必要がある場合があります。pkgaddコマンドを使
用してデータストリームパッケージをインストールするときに、
パッケージ名を入力するよう求められます。プロビジョニングシス
テムでは、パッケージのインストール時にパッケージ名の入力を求
めないので、ここでパッケージ名を入力する必要があります。

データストリームパッケージのパッケージ名は、データストリーム
ファイルのヘッダーにあります。次の例では、パッケージ名は
SMCcvsです。

% head cvs-1.11.17-sol9-sparc-local
# PaCkAgE DaTaStReAm
SMCcvs 1 16852
# end of header
NAME=cvs
ARCH=sparc
VERSION=1.11.17
CATEGORY=application
VENDOR=Joe Smith et al
EMAIL=joe@smith.work.net
PSTAMP=Bob Miller

verboseMode この変数は、パッケージがターゲットホストに追加されたときに
-vオプションを pkgadd(1M)に提供するために使われます。-v
オプションは、pkginst/installディレクトリに格納されてい
る pkgaddが実行するすべてのスクリプトを追跡します。このオ
プションを使用し、プロシージャースクリプトおよび非プロシー
ジャースクリプトをデバッグします。有効な値は、trueおよび
falseです。

残りのコンポーネント変数は、パッケージをインストールするときに使用される管理
ファイルに対し、プロビジョニングシステムが設定する変数の値に直接対応します。
プロビジョニングシステムは管理ファイルを作成し、pkgaddコマンドにインストー
ルの流れを示す情報を提供します。管理ファイルに関する詳細については、『Solaris
のシステム管理 (基本編)』の「管理ファイルの使用」を参照してください。次に示す
変数と、各変数の有効な値に関する詳細については、admin(4)のマニュアルページ
を参照してください。

mail
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instance
partial
runlevel
independ
redepend
space
setuid
conflict
action
basedir

注 –プロビジョニングシステムが管理ファイル変数に対して設定する値は、Solaris OS
とともに /var/sadm/install/adminディレクトリに格納されている管理ファイル
で設定されているデフォルト値とは一致しません。プロビジョニングシステムに
よって設定される値は、ユーザーによる介入なくパッケージのインストールを完了す
るためのものです。Solaris OSとともにインストールされる管理ファイルで設定され
るデフォルト値に関する詳細については、admin(4)のマニュアルページを参照して
ください。

コンポーネントプロシージャー
default: install このプロシージャーを使用し、1つまたは複数のター

ゲットシステムにパッケージをインストールします。

mark Only: install 1つまたは複数のターゲットシステムにパッケージを手
動でインストールした場合で、これらのシステムに
パッケージがインストールされていることをプロビ
ジョニングシステムデータベースに知らせるには、この
プロシージャーを使用します。

default: uninstall このプロシージャーを使用し、1つまたは複数のター
ゲットシステムからパッケージをアンインストールしま
す。

markOnly: uninstall 1つまたは複数のターゲットシステムからパッケージを
手動でアンインストールしたが、これらのシステムから
パッケージがアンインストールされたことをプロビ
ジョニングシステムデータベースに知らせるには、この
プロシージャーを使用します。
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応答ファイルコンポーネント
パッケージとともに使用する応答ファイルを作成したら、Response Fileコンポーネン
トを作成します。Solarisパッケージの中には、インストール前に質問をする
requestスクリプトを含むものもあります。N1 Service Provisioning Systemを使用
し、requestスクリプトを持つパッケージをインストールするには、requestスク
リプトによって聞かれる質問への回答を含む応答ファイルを作成する必要がありま
す。Response Fileコンポーネントで参照する応答ファイルを作成するには、
pkgask(1M)コマンドを使用します。応答ファイルに関する詳細については、
『Solarisのシステム管理 (基本編)』の「パッケージ追加時のユーザーの対話操作を省
略する (pkgadd)」を参照してください。

「Response File: Create Response File Component」リンクは、タイプが
com.sun.solaris#ResponseFileのコンポーネントを作成します。このコンポー
ネントは、パッケージで使用するよう作成した応答ファイルを参照します。

Solarisパッケージコンテナコンポーネン
ト
コンテナとは、ほかのコンポーネントを参照するコンポーネントを指します。
Packageコンポーネントと、対応する Response Fileコンポーネントを含むコンポーネ
ントを作成するには、Packageコンテナを使用します。コンテナの詳細は、『Sun N1
Service Provisioning System 5.1プランとコンポーネントの開発者ガイド』の第 1
章「プランおよびコンポーネント開発の概念」を参照してください。

パッケージコンテナコンポーネントとデータスト
リームパッケージコンテナコンポーネント
応答ファイルとともに Solarisパッケージを配備するには、Solarisの「Common
Tasks」ページで「Package with Response File: Create Package with Response File
Container」リンクをクリックします。このリンクをクリックすると、タイプが
com.sun.solaris#PackageWithRespのコンテナコンポーネントを作成できま
す。このコンテナコンポーネントを作成するときには、Packageコンポーネントと、
対応する Response Fileコンポーネントをコンテナコンポーネントに含めます。

36 Sun N1 Service Provisioning Systemユーザーズガイドおよびリリースノート(Solaris Plug-In 3.0) • 2005年 9月



応答ファイルを含む Solarisデータストリームパッケージを配備するには、Solaris
の「Common Tasks」ページで「Datastream Package with Response File: Create
Datastream Package with Response File Container」リンクをクリックします。このリ
ンクをクリックすると、タイプが com.sun.solaris#StreamPackageWithResp
のコンテナコンポーネントを作成できます。このコンテナコンポーネントを作成する
ときには、Datastream Packageコンポーネントと、対応する Response Fileコンポー
ネントをコンテナコンポーネントに含めます。

Package Containerコンポーネントと、Datastream Package Containerコンポーネント
には、同じコンポーネント変数とコンポーネントプロシージャーが含まれます。変数
とプロシージャーを次に解説します。

コンポーネント変数
installPath パッケージファイルと応答ファイルがダウンロードされる、ター

ゲットホスト上のパスを示します。

コンポーネントプロシージャー
default: install 1つまたは複数のターゲットシステムにパッケージと応

答ファイルをインストールするには、このプロシー
ジャーを使用します。

mark Only: install 1つまたは複数のターゲットシステムに、パッケージと
応答ファイルを手動でインストールした場合で、これら
のシステムにパッケージがインストールされていること
をプロビジョニングシステムのデータベースに知らせる
には、このプロシージャーを使用します。

default: uninstall 1つまたは複数のターゲットシステムからパッケージと
応答ファイルをアンインストールするには、このプロ
シージャーを使用します。

markOnly: uninstall 1つまたは複数のターゲットシステムからパッケージと
応答ファイルを手動でアンインストールしたが、これら
のシステムからパッケージがアンインストールされたこ
とをプロビジョニングシステムデータベースに知らせる
には、このプロシージャーを使用します。
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第 6章

ゾーンの配備における Solarisプラグ
インの使用法

この章では、Solarisプラグインが提供される Solaris 10ゾーン固有のコンポーネント
およびプランを使用する方法について説明します。内容は次のとおりです。

� 39ページの「ゾーンのパーティション分割の紹介」
� 40ページの「Solarisゾーンの作成と管理」
� 43ページの「Solarisゾーンのコンポーネントタイプ」
� 43ページの「Solarisゾーンのコンテナコンポーネント」
� 45ページの「Solarisゾーンプラン」
� 45ページの「ホストと Solarisゾーン」
� 45ページの「Solarisゾーンの障害追跡」

ゾーンのパーティション分割の紹介
Solarisゾーンのパーティション分割技術は、オペレーティングシステムのサービスを
仮想化し、分離およびセキュリティー保護された環境でアプリケーションの実行を可
能にするために使われます。ゾーンとは、Solarisオペレーティングシステム (OS)の
単独インスタンス内で作成される、仮想化されたオペレーティングシステム環境で
す。ゾーンを作成することで生まれるアプリケーション実行環境では、システムのほ
かの部分からプロセスが分離されます。この分離を行うことで、1つのゾーン内で稼
動しているプロセスがほかのゾーンで稼動しているプロセスを監視したりそれらのプ
ロセスに影響を及ぼしたりすることが防止されます。スーパーユーザーの資格で実行
されるプロセスでも、ほかのゾーンでの活動を見たり、影響を与えたりすることはで
きません。

ゾーンは、Solaris 10 OSを実行しているコンピュータであれば、どれでも使用できま
す。すべてのゾーンで実行されるアプリケーションソフトウェアの合計リソース要件
は、1つのシステムでいくつのゾーンを効果的にホストできるかを決定します。
Solarisゾーンに関する詳細については、『Solarisのシステム管理 (Solarisコンテナ :
資源管理と Solarisゾーン)』のパート II「ゾーン」を参照してください。
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Solarisゾーンの作成と管理
ソフトウェアの「Common Tasks」ページでは、Solaris 10ゾーンの作成と管理を行え
ます。

� グローバルゾーンとしてホストを定義する
グローバルゾーンとは、個々のゾーンが定義されるホストを指します。ローカルゾー
ンを作成する前に、ホストセット com.sun.solaris#global_zonesに少なくとも
1つのホストを定義する必要があります。このタスクは、ホストをグローバルゾーン
として定義する方法を説明します。

1. コントロールパネルの左側、「Hosts Setup」セクションの下にある「Hosts」を
クリックします。

2. グローバルゾーン (コンテナ)として作成するホストの名前を「Name」フィールド
に入力し、「Create」をクリックします。

3. ホストタイプのメニューから com.sun.solaris#global_zoneを選択します。

4. 必要に応じて属性の値を変更します。

たとえば、接続タイプを RAW (デフォルト)から SSHや SSLに変更できます。

注 –ローカルゾーン接続に SSHを使用するには、ポートを 70000に設定する必要
があります。

5. 物理ホストにリモートエージェントまたはローカルディストリビューターを組み込
むには、適切なチェックボックスをクリックします。

� Solarisローカルゾーンを作成する

1. 左側のコントロールパネルの「Common Tasks」から、「Sun Solaris」アイコン
をクリックします。

2. 「Solaris Containers: Create and Manage」リンクをクリックします。

3. 「Create: Install」の横にある「Run action」をクリックします。

4. ローカルゾーンを作成するターゲットホストを選択します。

手順

手順
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注 – ターゲットホストは、com.sun.solaris#global_zones ホストセットの
メンバーでなければなりません。

5. 「Plan Variables」設定から、ローカルゾーンのホスト名を選択します。

目的のローカルゾーン名がない場合は、新しいゾーン名を作成します。新しいゾー
ン名を作成するには、次の手順を実行します。

a. プランの変数設定テーブルから「Select From List」をクリックします。

b. 「Variable Setting」ウィンドウから「Create Set」をクリックします。

c. 「New Set Name」フィールドで、新しいゾーンセット名を入力します。

d. 「Zone Name」プロンプトの横にあるボックスをクリックし、新しいゾーン名
を入力します。

注 –ローカルゾーンの作成時は、ゾーン名はネットワークのゾーンホスト名に
なります。ゾーンホスト名は、一致する利用可能なローカルネットワーク IPア
ドレスを解決します。

e. ローカルゾーンファイルシステムをスパースまたはフルのどちらにするかを決
定します。

スパースローカルゾーンファイルシステムは、/lib、/sbin、/platform、
および /usrディレクトリをグローバルゾーンと共有します。これらのディレ
クトリの 1つにファイルをインストールする必要があるアプリケーションを
ローカルゾーンが実行する場合は、フルファイルシステムを使用してローカル
ゾーンをインストールしてください。フルローカルゾーンファイルシステム
は、ディレクトリをグローバルゾーンと共有しません。

注 –デフォルトの設定では、プロビジョニングシステムはローカルゾーン
ファイルシステムをスパースとしてインストールします。フルローカルゾーン
ファイルシステムをインストールする場合は、デフォルトを無効にしてくださ
い。

6. 「Run Plan (includes preflight)」をクリックします。

Solarisゾーンの操作における CLIの使用法
デフォルトでは、N1 Service Provisioning Systemのコマンド行インタフェースは次の
ディレクトリに格納されています。
/opt/SUNWn1sps/N1_Grid_Service_Provisioning_system_5.0/cli/bin/cr_cli

第 6章 •ゾーンの配備における Solarisプラグインの使用法 41



Containerプロシージャーを実行する Solarisゾーンのプラグインプランは、
/com/sun/solaris/zonesフォルダに格納されています。

例 6–1 CLIの使用による Solarisゾーンの作成

この例では、N1 Service Provisioning Systemのコマンド行インタフェースを使用して
Solarisゾーンを作成する方法を示します。この例には、3つのコマンドセグメントが
含まれます。すべてのコマンドでは、例としてユーザー名 spsadmin、パスワード
x1y2z3を使用します。

1つめのコマンドは、server10のグローバルゾーンにホストを作成し、
local_zone_default_name 、local_zone_connection_type、および
local_zone_port 変数にデフォルト値を定義します。

% cr_cli -cmd hdb.h.mod host modify
-ID "NM:server10" target global host
-tID "NM:com.sun.solaris#global_zone" host type
-attr "local_zone_default_name=server10_z1;
local_zone_default_filesystem=FULL;
local_zone_connection_type=RAW;
local_zone_port=1131" local zone attributes
-u spsadmin user name
-p x1y2z3 password

2つめのコマンドは、デフォルト変数を使用してローカルゾーンを作成します。

% cr_cli -cmd pe.p.run plan execution
-PID "NM:/com/sun/solaris/Container-create" create zone plan ID
-tar "H:NM:server10" target global host
-vs "+" default var set "default set"
-comp "+" default component "latest build"
-pto 6000 plan time 1 hr max [6000 secs]
-nto 6000 call time 1 hr max [6000 secs]
-u spsadmin user name
-p x1y2z3 user password

3つめのコマンドは、ローカルゾーンを有効にします。

% echo "server10_z1" | cr_cli -cmd pe.p.run plan execution, std input is zone name
-PID "NM:/com/sun/solaris/Container-activate" attach zone plan ID
-tar "H:NM:server10" target global host
-f "-" standard input args
-pto 6000 plan time 1 hr max [6000 secs]
-nto 6000 call time 1 hr max [6000 secs]
-u spsadmin user name
-p x1y2z3 user password
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Solarisゾーンのコンポーネントタイプ
Solarisコンテナには、特定のコンポーネントタイプはありません。ただし、Solaris
コンテナに関連付けられているホストタイプはあります。詳細については、45ペー
ジの「ホストと Solarisゾーン」を参照してください。

Solarisゾーンのコンテナコンポーネント
コンテナコンポーネントは、Solarisゾーンで使用するために、Solarisプラグインが提
供する主なコンポーネントです。コンテナコンポーネントは、入力されないコンポー
ネントです。

Containerコンポーネントには、いくつかのプロシージャーが含まれます。これらの
プロシージャーは、N1 Service Provisioning Systemインタフェースから直接実行する
か、実行プラン内から実行します。

コンポーネントプロシージャー
create:install Containerコンポーネントの作成により、対応する Solaris 10

ゾーンが作成されます。このプロシージャーのホストター
ゲットは、プロビジョニングシステムリモートエージェント
を実行する Solaris 10ホストです。ターゲットホストタイプ
は、com.sun.solaris#global_zoneに設定する必要があ
ります。作成プロシージャーでは、Solaris 10の zonecfgお
よび zoneadmコマンドを使用し、Solaris 10グローバルゾー
ンからローカル Solaris 10ゾーンの構成とインストールを行い
ます。インストールが完了すると、このプロシージャーは新
しく作成されたローカルゾーンにリモートエージェントをイ
ンストールします。タイプが
com.sun.solaris#local_zoneの新規ホストがホストペー
ジに表示されます。

attach:install このプロシージャーは作成プロシージャーに似ていますが、
ゾーンは作成しません。その代わりに、このプロシージャー
は既存のローカルゾーンをホストに接続します。このプロ
シージャーはプロビジョニングシステムデータベースにコン
テナコンポーネントを作成し、既存のローカルゾーンにリ
モートエージェントをインストールします。接続プロシー
ジャーは、N1 Service Provisioning System以外のツールに
よってゾーンが作成された場合に便利です。たとえば、ゾー
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ンが Solaris APIを通じて直接作成された場合や、ほかのソフ
トウェア管理アプリケーションによって作成された場合に、
接続プロシージャーを使用します。

markOnly:install markOnly:installプロシージャーは、プロビジョニングシステ
ムのデータベースに Solarisゾーンコンテナコンポーネントを
追加します。markOnly:installプロシージャーは、ローカル
ゾーンを作成しません。markOnly: installプロシージャー
は、リモートエージェントをインストールしません。

delete:uninstall 削除プロシージャーでは Solaris 10 の zonecfg および
zoneadmコマンドを使用し、グローバルゾーンのホストから
指定の Solaris 10ローカルゾーンを削除します。また、対応す
るコンテナコンポーネントをプロビジョニングシステムデー
タベースから削除します。

detach:uninstall 切り離しプロシージャーは、削除プロシージャーに似ていま
す。このプロシージャーは、プロビジョニングシステムデー
タベースからコンテナコンポーネントを削除し、リモート
エージェントをアンインストールします。ただし、グローバ
ルゾーンのホストからローカルゾーンは削除しません。ロー
カルゾーンが起動されている場合は、起動された状態が保持
されます。ローカルゾーンが停止している場合は、停止した
状態が保持されます。

markOnly:uninstall markOnly:uninstallプロシージャーは、プロビジョニングシ
ステムのデータベースから Solarisゾーンコンテナコンポーネ
ントを削除します。markOnly:uninstallプロシージャーは、
ローカルゾーンを削除しません。markOnly:uninstallプロ
シージャーは、リモートエージェントをアンインストールし
ません。

activate このプロシージャーは、ローカルゾーンを起動します。ター
ゲットの Solaris 10ホストで、インストール済みの Container
コンポーネントのリストからゾーンを選択します。このプロ
シージャーでは、zoneadm -z zonename boot コマンドを使
用します。また、準備されていないホストに対しては、プロ
ビジョニングシステムのホスト準備機能を起動します。

deactivate このプロシージャーは、ローカルゾーンを停止します。ター
ゲットの Solaris 10ホストで、インストール済みの Container
コンポーネントのリストからゾーンを選択します。このプロ
シージャーでは、zoneadm -z zonename halt コマンドを使
用します。
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Solarisゾーンプラン
Containerコンポーネントについて解説したプロシージャーのそれぞれに対し、
/com/sun/solaris plan フォルダに関連プランが格納されています。これらのプ
ランは、例 6–1で示すように、コマンド行のシェルコールで使用する際に便利です。

ホストと Solarisゾーン
Solarisプラグインには、Solaris 10ゾーン用の特定のホストセット、ホスト検索、お
よび 2つのホストタイプがあります。

� Global Zoneホストセット –ゾーンをインストールするすべてのホストは、グロー
バルゾーンのホストセットのメンバーである必要があります。この関係を確立する
ため、ターゲットホストのホストタイプを com.sun.solaris#global_zoneに
設定する必要があります。

� グローバルゾーンのホスト検索 –グローバルゾーンのホスト検索は、グローバル
ゾーンに含まれるホストに一致する検索文字列を提供します。

� Global Zoneホストタイプ –ゾーンをインストールするすべての物理ホストは、ホ
ストタイプが com.sun.solaris#global_zone である必要があります。

� Local Zoneホストタイプ –グローバルゾーンのホストに Containerコンポーネ
ントをインストールすると、プロビジョニングシステムはタイプが
com.sun.solaris#local_zoneのホストを作成します。

Solarisゾーンの障害追跡
プロビジョニングシステムを通じて Solarisゾーンを管理するときに問題が発生する
と、問題があることを示すメッセージが画面に表示されることがあります。

たとえば、グローバルゾーンであると認識されていないターゲットホストに対し、
ローカルゾーンを作成しようとすると、次のようなメッセージが表示されます。

Problems encountered during plan run or preflight

The plan (or preflight) "/system/autogen/Container-inst-create-1098225529078"
finished with 1 failed host(s).
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The specified target host "masterserver" was not in the required host set
"com.sun.solaris#global_zones" for component "/com/sun/solaris/Container".

この例のメッセージは明確に表示されていますが、すべてのメッセージが必ずしもこ
のメッセージのようにわかりやすいわけではありません。特定の問題に関する詳細に
ついては、「Details」リンクをクリックしてください。
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